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はじめに

鬼怒川温泉は、首 圏を主なマーケットとして大きな集客力を ってきた。

しかしバブル経済の崩壊やその後の 引く景気の低迷の中で、平成５年のピー

ク時には年間 340万人であった宿泊客数は、平成 15年には 238万人まで減少し、
バブル期に過剰投資を行った宿泊施 は多くの問題を抱えている。

さらに、宿泊施 内で旅を完結させる団体旅行者に支えられた成 だったこ

とが、自然や文化などの地域特性を生かしたまちづくりに れを生じさせ、

情や 囲気に欠けた温泉 を作り出している。また、県の主要金融機関である

利 行の破綻・一時国有化による影 も懸念されている。

こうした状況に対して、藤原町では、地域再生 画を策定して各種支援措置

の導入を図り、鬼怒川温泉の魅力を再生する各種事業を予定している。また、

本調査と同時期に行われた 市再生モデル調査では、地域再生 画の目標像で

ある福祉・癒し観光をテーマに、温泉観光地としての新たな魅力創出を目指し

ている。さらに国レベルでも、産業再生機構等による個別の宿泊施 の改革が

始動したところである。

このような状況を踏まえ、本調査は、鬼怒川温泉の再生に向けて、まちの魅

力の再発見と創出、その魅力を生かした集客力回復やまちの再構築方策の検討

を目的として実施された。

調査にあたっては、安島博幸教授（立教大学観光学 ）を委員 に、学 経

験者や地元代表で構成される委員会を けるとともに、鬼怒川温泉に対する人々

の評価や今後の温泉観光地に求められる資 を探るモニタリング調査、温泉

の活性化に向けた空店舗活用の社会実等のフィールドワークを行った。

委員会では、フィールドワークの結果等も踏まえながら、鬼怒川温泉の諸

題の要因とそれを 決するために当面行うべき施策のあり方を中心に議論が行

われた。本報告書は、その結果を今後の観光・まちづくりの方向としてとりま

とめたものである。
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